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今年の砂像プロジェクションマッピングのテーマは「日本
の美・四季」。「砂で世界旅行・日本」を代表する２つの砂像、
富士山・姫路城・清水寺を題材とした《日本の風景 世界遺産》
と、天下泰平の世を表現した《江戸時代幕藩体制・将軍・町
人文化》に、色鮮やかで臨場感あふれる映像が映し出され
ます。
期間は11月22日～12月７日。上映開始時間は、①16：00 ②
16：30 ③17：00 ④17：30 ⑤18：00 ⑥18：30 ⑦19：00 ※金･
土・11/23（日）のみ ⑧19：30で、各回約８分上演されます。
ぜひ足を運んでお楽しみください！

今 月 の 表 紙

谷 川 　 寛取締役社長

TEL

TEL

TEL

山口電業 株式会社

砂像×プロジェクションマッピング
「砂と光の幻想曲～日本の美・四季」
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【
来
期（
25
年
10
～
12
月
）見
通
し
】  

　

全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断
は

マ
イ
ナ
ス
７
・
９
と
前
年
同
期
の
調

査
か
ら
４
・
４
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。
物

価
上
昇
率
は
鈍
化
し
製
造
業
で
は
需

要
が
緩
や
か
に
回
復
基
調
に
あ
る
も
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
等
の
外
部
要
因
か
ら

生
産
活
動
は
慎
重
で
先
行
き
は
見
通

し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者

に
近
い
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
も
、米
価

格
の
高
騰
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
必

需
品
の
値
上
げ
な
ど
か
ら
節
約
志
向

は
一
層
強
ま
っ
て
お
り
、消
費
購
買

力
低
下
が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
・
消
費
活
動
は
依
然
鈍
い

生
産
・
消
費
活
動
は
依
然
鈍
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

関
税
問
題
等
先
行
き
に
不
透
明
感

今
　
　
期

業
況
判
断

　

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
５
年
７
～
９
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
63
・
３
％
。

　

全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
２
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比
べ

０
・
７
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。

　

消
費
購
買
力
の
低
迷
で
売
上
高
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
加
え
て
、

微
妙
な
材
料
費
の
値
上
げ
や
継
続
的
な
賃
金
ア
ッ
プ
が
企
業
収
益
の
圧
迫
や

厳
し
い
資
金
繰
り
を
招
い
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
す
。

　

来
期
見
通
し
も
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
に
比
べ
４
・
４
㌽
悪

化
し
て
お
り
、ト
ラ
ン
プ
関
税
等
に
よ
る
先
行
き
の
不
透
明
感
や
更
な
る
消

費
行
動
の
低
下
に
対
す
る
懸
念
を
反
映
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2025年7～9月期
　
【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計

の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か

ら
０
・７
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。

　

借
入
難
度
を
除
く
項
目
も
前
年
同

期
に
比
べ
て
悪
化
す
る
結
果
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
収
益
状
況
と
資
金
繰

り
の
項
目
の
悪
化
が
目
立
ち
ま
す
。

　

消
費
購
買
力
が
上
が
ら
ず
価
格
転

嫁
が
し
づ
ら
い
状
況
の
中
で
、
材
料

費
の
度
重
な
る
値
上
げ
や
継
続
的
な

賃
上
げ
に
よ
る
労
務
費
等
の
増
加

で
、
企
業
収
益
は
圧
迫
さ
れ
、
資
金

繰
り
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

状
況
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　
「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
20
・
１
％
）が
首
位
、「
経
費
の
増
加
」

（
16
・
９
％
）が
２
位
、「
人
手
不
足
」

（
13
・
７
％
）が
３
位
と
前
回
の
調
査

と
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
位
の「
経
費
の
増
加
」
と
回
答

す
る
企
業
は
増
え
て
お
り
、賃
金
コ

ス
ト
の
増
加
が
主
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

記
述
式
の
回
答
で
も「
最
低
賃
金

も
大
幅
に
上
が
る
昨
今
、雇
用
と
経

営
の
両
立
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
」

（
建
設
業
）、「
人
材
獲
得
の
た
め
昇
給

し
た
労
務
費
は
価
格
転
嫁
し
に
く
い
」

（
製
造
業
）と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

原
資
が
乏
し
い
中
で
の
継
続
的
な
賃

上
げ
圧
力
が
経
営
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か「
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
影
響
で
物
流
コ
ス
ト
や
荷
受

け
コ
ス
ト
の
増
加
が
顕
著
」（
卸
売
業
）

と
い
っ
た
声
も
あ
る
な
ど
、多
方
面

で
の
コ
ス
ト
増
加
が
企
業
収
益
を
圧

迫
し
て
お
り
、経
営
環
境
は
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

前年同期比 （　）内は2024.７〜９月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）、Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z ＝減少・下降、ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2025.10〜12月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

物
価
上
昇
は
鈍
化
傾
向
も
賃
金
コ
ス
ト
確
保
に
苦
慮

物
価
上
昇
は
鈍
化
傾
向
も
賃
金
コ
ス
ト
確
保
に
苦
慮

県連景況調査県連景況調査

継
続
す
る
賃
上
げ
圧
力
が

継
続
す
る
賃
上
げ
圧
力
が

企
業
収
益
に
大
き
く
影
響

企
業
収
益
に
大
き
く
影
響

収
益
性
・
資
金
繰
り
が
悪
化

収
益
性
・
資
金
繰
り
が
悪
化

動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 95 -4.8（ -2.0） 10.0 （ 14.2 ） -5.3 （ 1.0 ） 1.1 （ 0.5 ） -6.3 （ -1.0 ） -3.2 （ -2.5 ） 0.0 （ 0.0 ） -4.8 （ 11.3 ） -4.8 （ -3.0 ） 1.6 （ -0.5 ） -7.9 （ -5.4 ） -7.9 （ -3.5 ）

製 造 業 24 6.3 （ -8.3 ） 8.4 （ 10.0 ） -8.4 （ 0.0 ） 2.1 （ -3.3 ） 4.2 （ -3.4 ） 2.1 （ -1.7 ） 2.1 （ 8.4 ） 6.3 （ 11.7 ） -8.4 （ -3.4 ） 0.0 （ -3.4 ） -6.3 （ -8.4 ） -6.3 （ 0.0 ）

非 製 造 業 71 -8.5 （ 0.7 ） 10.6 （ 16.0 ） -4.3 （ 1.4 ） 0.8 （ 2.1 ） -9.9 （ 0.0 ） -5.0 （ -2.8 ） -0.8 （ -3.5 ） -8.5 （ 11.1 ） -3.6 （ -2.9 ） 2.2 （ 0.8 ） -8.5 （ -4.2 ） -8.5 （ -4.9 ）

（建　設　業） 20 2.5 （ 8.3 ） 10.0 （ 6.3 ） 0.0 （ 10.4 ） 5.0 （ 2.2 ） 5.0 （ 10.5 ） 10.0 （ 10.9 ） 7.5 （ 0.0 ） 2.5 （ 6.3 ） 2.5 （ 2.1 ） 5.0 （ 2.1 ） 2.5 （ 4.2 ） 2.5 （ 2.2 ）

（卸　売　業） 17 -5.9（ -5.6） 17.7 （ 25.0 ） -3.0 （ 0.0 ） -3.0 （ 0.0 ）-11.8 （ -13.9 ） -5.9 （ -16.7 ） -3.0 （ -5.6 ） -5.9 （ 13.9 ） 0.0 （ -2.8 ） 0.0 （ 0.0 ） -8.8 （ -8.4 ） -8.8 （ -11.1 ）

（小　売　業） 18 -19.5 （ -11.8 ） 13.9 （ 17.7 ）-13.9 （ -11.1 ） -2.8 （ -2.8 ）-25.0 （ -2.9 ）-13.9 （ -5.9 ） -2.8 （ 0.0 ）-19.5 （ 17.7 ）-11.1 （ -8.8 ） 0.0 （ -3.0 ）-22.2 （ -8.8 ）-23.6 （ -12.5 ）

（サービス業） 16 -12.5 （ 11.6 ） 0.0 （ 19.3 ） 0.0 （ 4.2 ） 3.6 （ 12.5 ） -9.4 （ 3.9 ）-12.5 （ -3.9 ） -6.3 （ -11.6 ）-12.5 （ 7.7 ） -6.7 （ -4.2 ） 3.6 （ 4.6 ） -6.3 （ -7.7 ） -9.4 （ -3.9 ）
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動 向

鳥取商工会議所総務課（☎ 0857-32-8002）

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
第
44
期
議

員
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
新
議
員
に

よ
る
臨
時
議
員
総
会
が
11
月
４
日

（
火
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
開
か
れ
、

新
し
い
会
頭
に
平
井
耕
司
氏
（
新
、

㈱
鳥
取
銀
行
代
表
取
締
役
会
長
）、

副
会
頭
に
岡
周
一
氏
（
再
、
㈱
日
ノ

丸
総
本
社
代
表
取
締
役
）、
西
垣
豪

氏
（
再
、
東
洋
交
通
施
設
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）、
児
嶋
太
一
氏
（
新
、

鳥
取
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

専
務
理
事
に
桐
林
正
彦
氏
（
新
）
を

選
任
し
ま
し
た
。
同
時
に
常
議
員
35

人
、
監
事
３
人
も
選
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
い
ず
れ
も
２
０
２
８
年

10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

新
会
頭
に
選
任
さ
れ
た
平
井
氏

は
、
２
０
１
９
年
11
月
か
ら
常
議

員
・
副
会
頭
を
歴
任
。
金
融
部
会
副

部
会
長
や
企
画
政
策
委
員
会
委
員
長

を
務
め
、
事
業
活
動
を
け
ん
引
し
ま

し
た
。

　

就
任
あ
い
さ
つ
で
平
井
会
頭
は

「
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
」
と
重
責
を
担
う
決
意
を
表

明
。「
目
指
す
姿
」
と
し
て
「
明
る

い
鳥
取
の
創
造
に
向
け
〈
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
〉
を
共
（
友
）
に
！
未
来
を

切
り
開
く
!!
」
を
掲
げ
、「
①
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
②
観
光

魅
力
創
出
･
発
信
、
③
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら

な
る
進
化
、
④
若
者
・
女
性
の
働
き

や
す
さ
創
出
―
」
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
議
員
総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

礼
遇
規
則
に
基
づ
い
て
前
会
頭
の
児

嶋
祥
悟
氏
（
鳥
取
瓦
斯
㈱
代
表
取
締

役
会
長
）
を
名
誉
会
頭
に
、
前
常
議

員
の
林
正
人
氏
（
㈱
鳥
取
メ
カ
シ
ス

テ
ム
会
長
）
を
名
誉
議
員
に
礼
遇
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
役
員
・
議
員
就
任
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
退
任
し
た

役
員
・
議
員
に
平
井
会
頭
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
役
員
】
児
嶋
祥
悟
氏
（
会
頭
・
副

会
頭
・
常
議
員
通
算
38
年
７
カ
月
）

▽
林
正
人
氏
（
常
議
員
・
議
員
同
20

年
11
カ
月
）
▽
中
山
孝
一
氏
（
専
務

理
事
同
６
年
７
カ
月
）

【
議
員
】
谷
川
寛
氏
（
議
員
同
６
年
）

　
　
　
　
　
副
会
頭
は
岡
氏（
再
）、
西
垣
氏（
再
）、
児
嶋
氏（
新
）

　
　
　
　
　
副
会
頭
は
岡
氏（
再
）、
西
垣
氏（
再
）、
児
嶋
氏（
新
）

　
　
　
　
　
専
務
理
事
は
桐
林
氏（
新
）

　
　
　
　
　
専
務
理
事
は
桐
林
氏（
新
）

新
会
頭
に
平
井
耕
司
氏
選
任

新
会
頭
に
平
井
耕
司
氏
選
任

鳥 取 商 議 所
臨時議員総会

平
井
会
頭

岡
副
会
頭

西
垣
副
会
頭

児
嶋
副
会
頭

桐
林
専
務
理
事



鳥取商工会議所報
VOL777.2025.11.15

5

動 向 第44期 鳥取商工会議所役員・議員名簿第44期 鳥取商工会議所役員・議員名簿
任期：2025年11月１日～2028年10月31日

【会　　頭】（1）
平　井　耕　司 ㈱鳥取銀行 代表取締役会長

【副 会 頭】（3）
岡　　　周　一 ㈱日ノ丸総本社 代 表 取 締 役
西　垣　　　豪 東洋交通施設㈱ 代表取締役社長
児　嶋　太　一 鳥取瓦斯㈱ 代表取締役社長

【専務理事】（1）
桐　林　正　彦 鳥取商工会議所 専 務 理 事

【常 議 員】（35）
荒　田　潤之介 ㈱千代田工務店 代 表 取 締 役
今　井　敏　明 大山日ノ丸証券㈱ 代表取締役専務
岩　崎　陽　一 ㈱サンマート 代 表 取 締 役
影　井　一　清 大和建設㈱ 取 締 役 社 長
木　下　貴　啓 ㈱アサヒメッキ 取 締 役 会 長
小　谷　文　夫 ㈱小銭屋 代 表 取 締 役
澤　　　耕　司 日本交通㈱ 常 務 取 締 役
嶋　田　耕　一 山野商事㈱ 代表取締役社長
清　水　昭　生 ㈱清水 代表取締役社長
竹　内　茂　喜 ㈱エヌケーシー 代表取締役会長
玉　川　政　一 ㈱玉川 代 表 取 締 役
玉　木　淳　二 鳥取医療器㈱ 代 表 取 締 役
田　村　博　信 鳥取信用金庫 理 事 長
鶴　石　健　治 やまこう建設㈱ 代表取締役社長
手　石　幸　洋 鳥取科学器械㈱ 取 締 役 会 長
德　田　三　明 ㈱德田商店 代表取締役会長
徳　永　健二郎 ㈱中電工鳥取統括支社 執行役員支社長
戸　田　暖　久 ㈱戸信 代表取締役会長
土　橋　　　勉 ㈱ＬＩＭＮＯ 取締役常務執行役員
林　　　正太郎 ㈱鳥取メカシステム 代 表 取 締 役
久　本　雅　義 久本木材㈱ 代 表 取 締 役
圓　井　貴　志 ㈱メモワールイナバ 代 表 取 締 役
水　野　治　郎 水野商事㈱ 代 表 取 締 役
森　下　明　男 日ノ丸産業㈱ 代表取締役会長
森　下　哲　也 ㈱ゼンヤクノー 顧 問
森　田　秀　樹 中国電力㈱鳥取支社 執行役員支社長
盛　田　眞　理 ㈱モリックスジャパン 代表取締役会長
森　本　幸　久 日ノ丸西濃運輸㈱ 常 務 執 行 役 員
安　田　和　雄 安田精工㈱ 代表取締役社長
藪　田　浩　明 ㈱白兎設計事務所 代表取締役社長
吉　岡　佐和子 ㈱山陰合同銀行 代表取締役専務執行役員
吉　岡　秀　樹 グッドヒル㈱ 代表取締役社長
吉　谷　勇一郎 ㈱吉谷機械製作所 代表取締役社長
和　田　昇　司 西日本旅客鉄道㈱中国統括本部山陰支社 副 支 社 長
渡　邉　健　次 えびす本郷㈱ 代 表 取 締 役

【監　　事】（3）
安　住　　　学 （学法）東雲学園 理 事 長
小　林　　　崇 ㈱島根銀行鳥取支店 支 店 長
三　木　雅　夫 鳥取県信用保証協会 専 務 理 事

【議　　員】（66）
赤　山　　　渉 ㈲赤山建築設計事務所 取締役設計室長
井　上　法　雄 ㈲ウィル 代 表 取 締 役
今　井　勝　雄 ユタカ自動車㈱ 代表取締役社長
植　木　　　誠 ㈱シセイ堂デザイン 代 表 取 締 役
大　塚　清　隆 ㈲造園土木植清園鳥取営業所 代表取締役副社長
大　月　　　徹 ㈱ホンダカーズ鳥取 代表取締役会長
小木曽　　　正 ㈱丸由 代表取締役副社長
小　椋　英　之 ㈱山陰放送営業局鳥取支社 支 社 長
懸　樋　義　樹 ㈱懸樋工務店 代 表 取 締 役
勝　井　博　久 日ノ丸観光㈱ホテルニューオータニ鳥取 代表取締役社長
勝　原　　　章 ㈱勝原製作所 代 表 取 締 役

敬称略　

門　脇　康　弘 ㈱ファイナール 代 表 取 締 役
川　口　大　輔 リバードコーポレーション㈱ 代 表 取 締 役
川　西　一　伸 アクサ生命保険㈱鳥取営業支社 営 業 支 社 長
岸　田　隆　志 泊綜合食品㈱ 取 締 役 会 長
黒　坂　幸　夫 鳥取ヤクルト販売㈱ 顧 問
小　谷　憲　司 ㈱コタニ 代表取締役社長
小　谷　知　史 ㈱ＫＯＤＡＮＩきっぺい 代 表 取 締 役
小　松　良　徳 日本海テレビジョン放送㈱ 代表取締役社長
西　面　美都子 ㈱鳥取マツダ 代表取締役会長
坂　根　　　徹 ㈱伝習館 代 表 取 締 役
坂　本　　　哲 アクシスＩＴパートナーズ㈱ 代 表 取 締 役
重　橋　　　薫 ㈱ドコモＣＳ中国鳥取支店 支 店 長
清　水　　　修 ダイヤモンド電機㈱鳥取工場 取締役拠点ＣＯＯ補佐
高　橋　陽一郎 ㈱商工組合中央金庫鳥取支店 支店長兼県内統括
田　中　健　志 田中工業㈱ 代表取締役会長
田　中　敏　明 ㈱田中鉄工所 代 表 取 締 役
田　中　道　雄 ＮＴＴ西日本㈱鳥取支店 支 店 長
谷　本　暢　正 ㈱谷本酒店 代 表 取 締 役
玉　木　美　香 ＹＡＨＡＴＡ㈱ 取 締 役
民　野　純　男 ㈱三協商会 代 表 取 締 役
田　村　章　二 ㈱田村紙店 代表取締役会長
地　原　忠　実 ㈲亀井堂 代 表 取 締 役
土　江　征　典 ㈱花のれん 代 表 取 締 役
常　田　孝一郎 菌興椎茸㈿ 代表理事組合長
角　田　祐　介 鳥取瓦斯産業㈱ 取 締 役
中　井　太一郎 ㈱中井脩 代表取締役社長
中　川　貴　禎 ㈲大文字広告社 代 表 取 締 役
中　澤　政　志 リコーＰＦＵコンピューティング㈱ 取締役執行役員
中　島　文　明 日ノ丸自動車㈱ 取 締 役 社 長
中　村　　　隆 ㈲アコヤ楽器店 取 締 役 会 長
英　　　智　哉 ㈱人形のはなふさ 代 表 取 締 役
濵　中　安　男 ㈱田中建設 代 表 取 締 役
原　田　宜　明 ㈱ＨＲＤ 代 表 取 締 役
福　家　成　夫 ㈱ウシオ 代 表 取 締 役
藤　田　泰　央 山陰警備保障㈱ 代 表 取 締 役
藤　原　弘　樹 大鳥機工㈱ 執 行 役 員
古　川　純　一 大和設備㈱ 代 表 取 締 役
前　田　康　一 山口電業㈱ 常 務 取 締 役
前　田　清　吉 ㈱因州屋 代 表 取 締 役
牧　浦　健　泰 ㈱牧浦商店 専 務 取 締 役
松　下　顕　吾 中央印刷㈱ 代 表 取 締 役
丸　山　博　之 ㈱コクヨＭＶＰ 代 表 取 締 役
宮　部　久　照 鳥取空港ビル㈱ 代 表 取 締 役
村　上　亜由美 ㈲むらかみ 代 表 取 締 役
森　下　泰　年 ㈱森下久平商店 代 表 取 締 役
山　川　正　人 日段㈱ 代 表 取 締 役
山　田　俊　彦 日本上下水道工業㈱ 取 締 役 会 長
山　田　将　司 ㈲山田屋 代 表 取 締 役
山　田　時　好 ㈱ヤマタホーム 代 表 取 締 役
山　中　英　雄 ㈱情報サービス鳥取 代表取締役会長
山　西　裕　祐 ㈱鳥取県農協共済福祉事業団 代表取締役社長
吉　川　　　浩 八光自動車㈲ 代 表 取 締 役
吉　田　英　行 ㈱さんれいフーズ鳥取支店 支 店 長
若　川　大　介 大同端子製造㈱ 代 表 取 締 役
涌　本　知　彦 因伯通運㈱ 代 表 取 締 役

注）この名簿は鳥取商工会議所の職務執行者として各事業所から選
出いただいたものであり、必ずしも事業所の代表とは限りません。
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く
、
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
様
の
勤

務
が
可
能
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採

用
や
職
場
定
着
に
向
け
、
女
性
専
用

の
休
憩
室
や
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
と

い
っ
た
職
場
環
境
整
備
の
重
要
性
を

解
説
。
人
手
不
足
が
続
く
中
、
他
業

種
か
ら
の
人
材
獲
得
も
目
指
し
、
会

社
全
体
が
性
別
・
年
齢
・
出
身
地
・

国
籍
な
ど
を
問
わ
ず『
ウ
ェ
ル
カ
ム
』

の
心
を
持
つ
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、「
運
送
業
の
未
来
を

拓
く
女
性
の
チ
カ
ラ
」を
テ
ー
マ
に

し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
澤
部
会
長
が

務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
生
タ
ク

シ
ー
㈱
・
杉
本
真
吾
代
表
取
締
役
社

動 向
　

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
を
促
進

し
よ
う
と
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・

交
通
部
会（
澤
耕
司
部
会
長
）や
行
政

な
ど
で
構
成
す
る
運
送
業
界
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会（
森
本
幸

久
委
員
長
）は
10
月
22
日（
水
）、
鳥

取
市
永
楽
温
泉
町
の
ホ
テ
ル
モ
ナ
ー

ク
鳥
取
で
運
送
業
・
女
性
活
躍
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
運
送
業
の
経
営

者
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
バ
ス

業
界
の
人
材
採
用
支
援
を
手
掛
け
る

リ
ッ
ツ
Ｍ
Ｃ
㈱
の
中
嶋
美
恵
代
表
取

締
役
社
長
が
講
師
を
務
め
、「
女
性

運
転
手
を
増
や
す
た
め
に
す
べ
き
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
バ

ス
運
転
手
求
人
の
応
募
者
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
中
嶋

講
師
は
、
こ
の
現
状
に
至
っ
た
背
景

と
し
て
、
①
バ
ス
運
転
手
は
中
高
年

男
性
が
中
心
、
②
若
者
の
運
転
免
許

取
得
数
の
減
少
、
③
Ｐ
Ｒ
不
足
に
よ

る
業
界
イ
メ
ー
ジ
低
下
、
④
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
職
離
れ
、
⑤
他
業
種
の
賃

金
上
昇
―
の
５
つ
の
要
因
を
列
挙
。

採
用
企
業
側
に
よ
る
性
別
偏
重
や

運
転
経
験
へ
の
こ
だ
わ
り
、
高
額
な

免
許
取
得
費
な
ど
複
数
の
課
題
も
挙

げ
、
バ
ス
運
転
手
の
平
均
年
齢
は
55

歳
を
超
え
て
い
る
と
懸
念
を
示
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め

に
は「
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
人
材
を
積
極
的
に
採
用
対
象
に
含

め
る
こ
と
が
重
要
」と
話
す
中
嶋
講

師
は
、
運
転
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
丁
寧

な
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
は
利
用
者
か
ら

の
好
感
度
が
高
い
と
言
及
。
ま
た
40

代
半
ば
の
女
性
は
、
子
供
が
中
学
生

以
上
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

講演する中嶋社長

パネルディスカッションの様子

  

運
送
業

運
送
業･･

女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
を
目
指
し

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

環
境
整
備
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
の
心
を

環
境
整
備
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
の
心
を

長
、
日
ノ
丸
自
動
車
㈱
・
田
中
賢
治

常
務
取
締
役
、
藤
岡
運
送
㈲
・
藤
岡

紋
子
代
表
取
締
役
、
中
国
運
輸
局
自

動
車
交
通
部
旅
客
第
二
課
・
鬼
村
ま

り
子
課
長
、
鳥
取
県
・
中
原
美
由
紀

副
知
事
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

杉
本
社
長
は「
女
性
の
外
国
人
を

採
用
し
て
現
在
研
修
中
。
女
性
専
用

の
更
衣
室
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
改
修
を

行
い
、
時
短
勤
務
な
ど
に
も
対
応
し

て
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
」と
説
明
。
田
中
常
務
は「
女
性
を

含
め
た
運
転
体
験
会
を
定
期
的
に
実

施
し
、
介
護
な
ど
で
離
職
し
た
人
が

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う『
ジ
ョ
ブ
リ

タ
ー
ン
制
度
』を
導
入
し
て
い
る
」と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
す
る
現
役
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
藤

岡
社
長
は「
長
距
離
を
運
転
す
る
に

は
シ
ャ
ワ
ー
室
が
不
可
欠
で
、
道
の

駅
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ャ

ワ
ー
室
は
共
用
が
多
い
。
女
性
専
用

の
シ
ャ
ワ
ー
室
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」と
環
境
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
実
体
験
な
ど
が

聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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動 向

　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
２
０
２
５

年
度
の
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
11
月

21
日（
金
）午
後
５
時
30
分
か
ら
鳥
取

市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
行
い
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
る
の
は
、
勤
続
30
年

以
上
の
特
別
優
良
従
業
員
表
彰
18
人

（
建
設
部
会
３
人
、
工
業
部
会
４
人
、

流
通
部
会
７
人
、
観
光
・
交
通
部
会

１
人
、
サ
ー
ビ
ス
部
会
３
人
）、
勤

続
10
年
以
上
の
一
般
優
良
従
業
員
表

彰
49
人（
建
設
部
会
５
人
、
工
業
部

会
16
人
、
流
通
部
会
17
人
、
観
光
・

交
通
部
会
８
人
、
サ
ー
ビ
ス
部
会
３

人
）
―
の
計
67
人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
運
営
委
員
会
の
嶋

田
耕
一
委
員
長
が
選
考
結
果
を
報
告

し
た
あ
と
、
平
井
耕
司
会
頭
が
あ
い

さ
つ
を
し
て
被
表
彰
者
の
功
績
を
た

た
え
ま
す
。
続
い
て
全
員
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

優良従業員表彰被表彰者一覧優良従業員表彰被表彰者一覧
（順不同、敬称略）

2025年度鳥取商工会議所優良従業員表彰2025年度鳥取商工会議所優良従業員表彰
功績たたえ 67 人に表彰状　11 月 21 日に表彰式功績たたえ 67 人に表彰状　11 月 21 日に表彰式

建設部会（３名）
原　田　裕　子 大和設備㈱
藤　原　智恵美 大和設備㈱
石　上　小百合 やまこう建設㈱

工業部会（４名）
北　脇　直　幸 日段㈱
中　村　美枝子 日段㈱
中　家　　　裕 ㈱ササヤマ

安　部　徳　正 ㈱ササヤマ

流通部会（７名）
玉　木　哲　也 鳥取医療器㈱
古　田　智　範 ㈱德田商店
西　垣　信　吾 日ノ丸産業㈱
安　部　直　樹 日ノ丸産業㈱
米　田　和　範 日ノ丸産業㈱
槌　谷　　　武 日ノ丸産業㈱

吉　岡　さち子 日ノ丸産業㈱

観光・交通部会（１名）
山　根　真　一 日ノ丸自動車㈱

サービス部会（３名）
山　本　みずほ ㈱シセイ堂デザイン
上　月　真　紀 藤山税理士事務所
山　田　忠　弘 水野商事㈱

特別優良従業員表彰　（勤続30年以上）

建設部会（５名）
牧　野　誉　史 ㈱大晃工業
米　井　　　奨 やまこう建設㈱
懸　樋　直　也 やまこう建設㈱
松　本　佳　三 やまこう建設㈱
茗　荷　景　介 イナバ電気㈱

工業部会（16名）
平　木　浩二朗 日段㈱
塚　谷　拓　郎 日段㈱
山　本　茉　央 日段㈱
藤　原　英　一 日段㈱
川　田　哲　生 日段㈱
森　本　達　也 聖和精機㈱
手　皮　貴　裕 聖和精機㈱
小　林　　　浩 鳥取瓦斯㈱
後　藤　智　子 ㈱今川紙器
田　中　裕　子 ㈱今川紙器
岡　本　健　吾 ㈱吉谷機械製作所
大　野　泰　寛 ㈱ササヤマ

田　村　和　也 ㈱ササヤマ
小　林　光　弘 ㈱ササヤマ
高　橋　一　美 ㈱エネルギーセンター鳥取
古　田　聡　子 ㈱エネルギーセンター鳥取

流通部会（17名）
寺　坂　真希子 ㈱德田商店
金　谷　優　斗 ㈱德田商店
判　谷　博　行 ㈱德田商店
中　西　千　秋 ㈱德田商店
田　中　孝　幸 ㈱戸信
澤　田　哲　也 ㈱戸信
小　林　孝　至 鳥取瓦斯産業㈱
本　久　　　唯 ㈱メディス
和　太　貴　幸 ㈱メディス
北　村　弘　文 山野商事㈱
谷　垣　大　樹 ㈱トータルエナジーオオタ
金　森　達　也 ㈱トータルエナジーオオタ
山　田　真　也 ㈱トータルエナジーオオタ
井　上　　　仁 ㈱トータルエナジーオオタ

水　本　真由美 ㈱トータルエナジーオオタ
澤　田　奈穂子 ㈱トータルエナジーオオタ
小　椋　将　誉 ㈱トータルエナジーオオタ

観光・交通部会（８名）
植　木　真　司 (公社)鳥取県観光連盟
徳　田　澄　子 ㈱鳥取砂丘会館
三　谷　幸　乃 ㈱鳥取砂丘会館
山　本　将　司 鳥取トヨタ自動車㈱
長　田　健　一 因伯通運㈱
中　村　崇　志 日ノ丸観光㈱
宇田川　友　平 日ノ丸観光㈱
中　田　京　子 日ノ丸観光㈱

サービス部会（３名）
安養寺　佑　太 水野商事㈱
前　上　浩　俊 水野商事㈱
田　中　　　慎 水野商事㈱

一般優良従業員表彰　（勤続10年以上）

氏　　名 事　　業　　所 氏　　名 事　　業　　所 氏　　名 事　　業　　所
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鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会（
手

石
幸
洋
部
会
長
）は
10
月
７
日（
火
）か

ら
２
日
間
、
新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店

街
振
興
組
合（
真
嶋
茂
理
事
長
）と
の

合
同
視
察
研
修
を
行
い
、
部
会
員
ら

11
人
が
山
口
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
山
口
市
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
た
現
状
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
同
市
を
訪

問
し
、
山
口
市
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
の
青
木
敬
介
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

青
木
氏
は
２
０
１
９
年
、
外
部
公

募
に
よ
り
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

就
任
。
市
外
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、

ま
ず
は
地
域
と
の
信
頼
構
築
を
重
視

し
、
商
店
街
を
歩
い
て
店
主
と
の
対

話
を
重
ね
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
対
策
と
し
て
、
ま
ず

所
有
者
や
不
動
産
会
社
の
確
認
か
ら

着
手
し
、
廃
業
や
高
齢
化
に
よ
る
課

題
を
乗
り
越
え
て
出
店
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
店
相
談
を
一
元
化
す
る

た
め
に
開
設
し
た｢

ま
ち
な
か
開
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

で
は
、
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
や
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
資
金
調
達
な
ど
を
推
進
し
、
空

き
店
舗
の
再
生
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
就
任
４
年
目
に
は
、

空
き
店
舗
は
34
店
か
ら
12
店
に
減
少

し
、
商
店
街
が
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　

青
木
氏
の
信
条
は
「
で
き
な
い
理

由
よ
り
、
で
き
る
方
法
を
考
え
る
」。

外
部
視
点
で
新
風
を
送
り
、「
目
標

共
有
と
主
体
的
取
組
が
持
続
的
な
活

性
化
の
鍵
だ
」と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
長
　
坂
本
佳

代
子
（
流
通
部
会
担
当
）

青木氏から説明を受ける参加者

  

流
通
部
会
が
山
口
市
を
視
察

流
通
部
会
が
山
口
市
を
視
察

中
心
市
街
地
活
性
化
の
成
功
事
例
学
ぶ

中
心
市
街
地
活
性
化
の
成
功
事
例
学
ぶ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　  

空
き
店
舗
減
少
で
活
気
づ
く

空
き
店
舗
減
少
で
活
気
づ
く

我が社で試用期間中の従業員が病気を理由に欠勤を繰り返していますが、
採用に際してこの病気について従業員から申告がありませんでした。この

従業員の本採用を拒否することは合法でしょうか？
今回は、試用期間中の私傷病と本採用拒否について説明します。試用期間
とは、一定の理由があれば使用者が解約する権利を有するもののすでに労

働契約が成立している状態を意味しますので、本採用拒否は一種の解雇にあたり
ます。使用者に解約する権利が認められているため、本採用した従業員の解雇の

場合よりも合法とされやすく①採用時に知ることができず、また知ることが期待できないような事実を試用
期間中に知った場合で②解約権留保の趣旨、目的に照らして客観的に相当であると認められる場合には、本
採用拒否が合法とされています。
　本件において、欠勤の原因となっている病気は従業員から申告がなく採用時に知ることができなかったと
いえますし、本採用後もこの病気による欠勤を繰り返す蓋然性が認められる場合には本採用拒否は合法とい
えるでしょう。
　他方で、試用期間中の欠勤が長期間に及んでおり、本採用の可否を判断するために必要な勤務実績が不足
している場合には、試用期間満了をもって本採用拒否することは違法となる危険性があります。また、本採
用後近い時期にきちんと就労できる見通しがある場合にも本採用拒否することは違法となる危険性があります。
　このような場合には、試用期間を延長し、本採用の可否を判断するに足る資料収集に努める等の対応をす
るのが無難です。また、就業規則において試用期間中につい
ても休職制度が適用される場合に休職させないまま本採用拒
否することは、休職させても回復の見込みがない場合を除き、
違法となる危険性がありますので注意が必要です。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
176

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 試用期間中の私傷病と本採用拒否試用期間中の私傷病と本採用拒否

動 向



鳥取商工会議所報
VOL777.2025.11.15

9

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
出
特
別
委
員
会
（
大
田
斉
之
委

員
長
）
は
、
10
月
13
日
（
月
）
か
ら

14
日
（
火
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

長
野
県
飯
田
市
と
岐
阜
県
多
治
見
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
は
、
大
田
委
員
長

を
含
む
５
人
が
参
加
し
、
中
心
市
街

地
の
再
開
発
や
活
性
化
に
関
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
地
関

係
者
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
鳥
取
市
の
若
桜

街
道
沿
い
に
建
ち
並
ぶ
戦
後
復
興
建

築
物
の
老
朽
化
を
課
題
と
捉
え
、
再

開
発
に
よ
る
ま
ち
な
か
の
再
生
と

賑
わ
い
創
出
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
特
に
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
、
空
き
店
舗
問
題
、
駐
車
場
の
不

足
、
高
齢
化
す
る
商
店
街
な
ど
、
複

雑
に
絡
み
合
う
地
域
課
題
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
視

察
は
、
そ
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

た
め
の
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
問
し
た
長
野
県
飯
田
市

で
は
、
昭
和
22
年
の
大
火
か
ら
復
興

を
遂
げ
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
地
元
民
間
が
主
体
と
な
っ

て
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
を
立
ち
上

げ
、
地
域
に
密
着
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
展
開
。
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
の
実
施
や
、
特
定
目
的

会
社
（
Ｔ
Ｍ
Ｋ
）
を
活
用
し
た
資
産

流
動
化
の
仕
組
み
の
導
入
、
住
民
が

当
事
者
意
識
を
高
め
る
工
夫
な
ど
、

多
く
の
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

  

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
視
察
研
修
会

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
視
察
研
修
会

飯
田
・
多
治
見
の
ま
ち
な
か
再
生
を
学
ぶ

飯
田
・
多
治
見
の
ま
ち
な
か
再
生
を
学
ぶ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　  

地
元
住
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に

地
元
住
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に

　

こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
施
設
整
備

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
住
民
参
画
型
の

再
開
発
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
来
は
行
政
の
役
割
と
考

え
ら
れ
が
ち
な
駐
車
場
整
備
を
、
あ

え
て
民
間
で
実
施
。
補
助
金
の
制
約

も
あ
る
中
、
常
に
満
車
の
稼
働
率
を

維
持
し
、
商
業
誘
致
や
利
便
性
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
当
初
は
地
元
住
民
に
馴
染
み
の

薄
か
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
に
も
挑

戦
。
販
売
や
管
理
も
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
担
い
、
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
な

が
ら
地
元
住
民
の
理
解
を
得
て
い
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
岐
阜
県
多
治
見

市
は
、
名
古
屋
圏
に
隣
接
し
、
陶
磁

器
産
業
で
知
ら
れ
る
人
口
約
10
万
人

の
都
市
で
す
。
再
開
発
で
は
、
商
業

者
が
主
体
的
に
出
資
し
、
行
政
が
こ

れ
に
呼
応
す
る
形
で
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
駅
周
辺
を
核
と
し
た
再
開

発
事
業
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や

商
業
施
設
の
整
備
、
駐
車
場
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
な
ど
が
進
み
、
固
定
資
産

税
の
増
加
と
都
市
機
能
の
集
約
が
実

現
。
一
方
で
、
再
開
発
に
よ
っ
て
施

設
は
整
っ
て
き
た
も
の
の
、〝
ま
ち

の
賑
わ
い
〟
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
お
り
、
空
き
店
舗
の
利
活
用
や
若

手
の
創
業
支
援
を
重
点
的
に
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
再
開
発

の
中
心
に
は
必
ず
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

必
要
で
、
そ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

継
続
性
や
地
域
の
信
頼
構
築
に
直
結

す
る
こ
と
。
ま
た
、
再
開
発
を
〝
他

人
ご
と
〟
に
し
な
い
た
め
に
は
、
資

金
、
制
度
、
権
利
関
係
の
工
夫
に

よ
っ
て
、
地
元
住
民
が
主
体
的
に
関

わ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
　
中
村
敦
子

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
結
成
と
協
力
に
よ
り

完
成
し
た
ト
ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町

多治見駅からペデストリアンデッキを通り商業業務棟（左
奥）へつながる。奥には駐車場棟も。
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
（
地

原
忠
実
委
員
長
）
は
10
月
28
日
（
火
）、

鳥
取
市
弥
生
町
の
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と

り・市
民
交
流
ホ
ー
ル
で
発
表
会「
と
っ

と
り
発
・
未
来
と
注
目
の
フ
ー
ド
博
」

を
開
催
し
、
一
般
市
民
な
ど
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
２
０
２
２
年
、
鳥
取

市
の
食
品
産
業
活
性
化
を
目
的
と
し

て
設
置
。
こ
れ
ま
で
地
元
に
根
ざ
し

た
食
品
に
新
た
な
形
や
付
加
価
値
を

高
め
、
食
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
げ
よ
う
と
食
品
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

開
発
し
た
食
品
の
一
つ
は
、
地
元

の
練
り
物
製
造
会
社
と
食
品
製
造
会

社
が
連
携
し
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
食
品
を
若
者
に
も
親
し
み
や
す

い
形
へ
と
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

数
々
の
開
発
商
品
は
こ
れ
ま
で
、「
鳥

取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
や
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
な
ど
の
販
売
ブ
ー

ス
で
試
食
や
Ｐ
Ｒ
販
売
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
の
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し

て
開
催
し
た
発
表
会
の
冒
頭
、
地
原

委
員
長
は
「
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た

地
元
商
品
を
、
新
た
な
形
や
コ
ラ
ボ

商
品
な
ど
に
開
発
し
て
き
た
。
ぜ
ひ

試
食
し
て
新
た
な
発
見
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
般
市
民

も
訪
れ
た
会
場
で
は
、
各
ブ
ー
ス
の

店
主
か
ら
開
発
の
い
き
さ
つ
や
商
品

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
試
食
を
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
新
し
い
食
べ
方

に
び
っ
く
り
し
た
。
ぜ
ひ
家
族
や
友

人
に
勧
め
た
い
」
と
驚
き
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

あいさつする地原委員長

  

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

と
っ
と
り
発
・
未
来
と
注
目
の
フ
ー
ド
博

と
っ
と
り
発
・
未
来
と
注
目
の
フ
ー
ド
博

　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　  

コ
ラ
ボ
商
品
な
ど
の
試
食
を
楽
し
む

コ
ラ
ボ
商
品
な
ど
の
試
食
を
楽
し
む

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.67Vol.67

【犯罪被害者週間等】
　11月25日（火）から12月１日（月）は
「犯罪被害者週間」です。
　▪犯罪被害者等が置かれている状況
　▪犯罪被害者等の名誉や生活の平穏への
　　配慮の重要性
　等について、皆さんに理解を深めていただくことを
目的として広報啓発活動を実施しています。
　また、本年は「犯罪被害者等支援広報啓発強化期間」
を設定しました。
　「犯罪被害者等支援広報啓発強化期間」は、
令和７年11月１日（土）から12月１日（月）までです。
　「犯罪被害者週間」とあわせて広報啓発活動を行い、
社会全体で犯罪被害者等を支える気運の醸成を図って
いきます。
【犯罪被害者等のための相談窓口】
　【警察】警察総合相談電話
　　　♯９１１０　又は　0857－27－9110

　　性犯罪１１０番� ♯８１０３（ハートさん）
　【警察以外】
　　鳥取県犯罪被害者総合サポートセンター
� 0120－00－0325
　　（公社）とっとり被害者支援センター
� 0120－43－0874
　　性暴力被害者支援センターとっとり
� 0120－946－328
【警察で行っている主な公費支出制度】
▪身体犯被害者・性犯罪被害者の医療費
▪カウンセリング費用　▪精神科等受診費用
▪住宅復旧費用　▪緊急避難場所の宿泊費用
【犯罪被害給付制度】
　故意の犯罪行為により亡くなられた方の御遺族や、
重傷病又は障害という重大な被害を受けた被害者の
方々に対して、国が一時金として給付金を支給し、犯
罪被害等を早期に軽減するとともに、再び平穏な生活
を営むことができるよう支援するものです。

犯罪被害者週間等について犯罪被害者週間等について
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会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

9
月
16
日
～
10
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名
変
更
】

◆
㈲
奥
村
建
材

　

→
㈱
奥
村
建
材

【
代
表
者
変
更
】

◆
日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
小
松　

良
徳

◆
日
ノ
丸
産
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
小
山　

尚
悟

【
住
所
変
更
】

◆（
一
財
）日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

　

鳥
取
市
古
郡
家
２
１
１

◆
㈱
Ｐ
Ｒ
オ
フ
ィ
ス

　

鳥
取
市
元
魚
町
２
丁
目
２
０
１　

エ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
Ｖ　

７
－
２
号

室

　

代
表
者
お
よ
び
社
名
、住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

動 向

毎月第１金曜日にI
い ん ぴ っ と
NPIT鳥取県知財総合支援

窓口（受託機関：(一社 )鳥取県発明協会）と連携し
て知財無料相談会を開催します。
ご希望の方は、相談日前日の12時までにお申し
込みください。
特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろん
のこと、売上拡大・販路拡大・商品開発などもご相
談ください。INPIT鳥取県知財総合支援窓口の
支援担当者が対応します。

１．日　時　12月５日（金）
	 ①13：00～ 14：00
	 ②14：00～ 15：00
	 ③15：00～ 16：00
	 　（ご希望の時間をお選びください）

２．場　所　鳥取商工会議所　会議室

鳥取商工会議所経営支援一課
TEL：0857-32-8005

申し込み・問い合わせ先

知財無料相談会のご案内



※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW  
小さな会社のための評価制度
離職防止と成果の両立

小澤 将司 45分

NEW
ＡＩを活用して顧客満足度向上！
　　　　　 公開期限：2026年１月末

川居 宗則 75分

周年記念事業の本質と未来戦略 長井 伸樹 32分

政
治
経
済

NEW
中国ビジネスの新常識と企業防衛 吉永 ケンジ 39分

世界の未来が見えてくる
～今こそ知りたい地政学～ 奥山 真司 45分

Ｉ
Ｔ
・

パ
ソ
コ
ン

これから始めるChatGPT!
超初心者向け入門講座像の作り方
　　　　　 公開期限：2025年11月末

志鎌 真奈美 75分

タイトル 講師名 時間

Ｉ
Ｔ
・
パ
ソ
コ
ン

スマホ×ＡＩビジネス活用 鈴木 朋子 29分

「Canva」実践講座
ＳＮＳ投稿画像の作り方
　　　　　 公開期限：2025年11月末

志鎌 真奈美 78分

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

キレイな字になるための
９つのステップ 高宮 暉峰 54分

労
務

NEW
中小企業の障害者雇用
はじめの一歩

木下 文彦 40分

中小企業のハラスメント対策
　　　　　 公開期限：2025年12月末 惠島 美王子 75分

税
務
・
財

務
・
経
理

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

鳥取商工会議所報
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【お問い合わせ】 

鳥取商工会議所 検定担当 https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 

日商検定 検 索 

簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかにする技能

です。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能力を身につけるた

めに、簿記は必須の知識です。 

第 172 回（2・3 級のみ）  

2026 年 2 月 22 日（日） 施行 

申込期間：2026 年 1 月 6 日（火）～1 月 2１日（水） 

施行日は各ネット試験会場が決定します。 

年度初めおよび統一試験各回前後に施行休止期間を設けます。 

統一試験 
（ペーパー方式） 

ネット試験方式 

■試験のご案内 

１
極めて高度な商業簿記・会計学・工業簿記・原価計算を修得し、 会計基準や会社法、 財務

諸表等規則などの企業会計に関する法規を踏まえて、 経営管理や経営分析を行うために求

められるレベル。 公認会計士、 税理士などの国家資格への登竜門。 

■各級の程度・能力・人物像 

２
経営管理に役立つ知識として、 企業から最も求められるレベル。 高度な商業簿記・工業簿

記（原価計算を含む）を修得し、 財務諸表の数字から経営内容を把握できるなど、 企業活動

や会計実務を踏まえ適切な処理や分析を行うために求められる。 

業種・職種にかかわらずビジネスパーソンが身に付けておくべき「必須の基本知識」として、

多くの企業から評価される資格。 基本的な商業簿記を修得し、 小規模企業における企業活

動や会計実務を踏まえ、 経理関連書類の適切な処理を行うために求められるレベル。 
３

級

級

級

■取得のメリット 

企業の経営活動を会計の側面から理解することができるようになります。

例えば、簿記の知識を持って財務諸表を見れば、企業活動を把握し、投資判断や事業・

経営のあり方を考えることができます。  

■受験料（税込） 

1 級：8,800 円   2 級：5,500 円   3 級：3,300 円 

～商工会議所の検定試験～ 

商工会議所の検定試験は業種・ 

業態を問わず広く活用いただけ 

る資格を取り揃えていますので、

チャレンジしてみてください。 

企業が求める資格、第１位 !!

日商簿記
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YEG通信

10
月
例
会
・
ふ
る
さ
と
創
造
風
会
議 

㏌ 

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
令
和
７
年
10
月
８
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議
所
５
階
大
会
議
室
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
国
経
済
産
業
局
様
、
鳥
取
県
庁
様
、
鳥
取
市
役
所
様
、
そ
し

て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
単
会
（
倉
吉
、
米
子
、
津
山
、
出
雲
な
ど
）
か
ら
総

勢
26
名
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
約

１
２
０
名
を
含
め
、
参
加
者
総
数
は
約
１
５
０
名
と
な
り
、「
ふ
る
さ
と
創
造

風
会
議
㏌
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
、
地
域
課
題
の
解
決
と
官
民
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
行
政
、

関
係
機
関
、
青
年
経
済
人
が
一
同
に
会
し
て
対
話
す
る
場
と
し
て
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ご
来
賓
の
皆
様
と
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
具
体
的

な
事
業
や
施
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
活
動
を
共
有
し
、
地
域
の
未
来
を
形
に
す
る
決
意
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
地
域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
発
表
を
行
い
、
具
体
的
な
課
題
解
決
に
向
け
た
熱
い
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
官
民
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
鳥
取
の
未
来
を
切
り

拓
く
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
地
域
へ
の

深
い
想
い
に
触
れ
、
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
同
、
大
変
大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
貴
重
な
対
話
を
契
機
に
、
今
後
も
地
域
行
政
や
関
係
機
関
の
皆
様
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
鳥
取
の
持
続
的
な

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
粘
り
強
く
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

対
外
交
流
委
員
会 

委
員
長
　
西
根
 
健
太グループディスカッションの様子

集合写真

発行：令和 7年 11 月 15 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
至 誠 通 天 　 ～   絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う   ～ 第322号

晩
秋
の
候
、木
々
の
彩
り
が
一
段
と
深
ま
り
、

澄
み
渡
る
空
気
に
冬
の
足
音
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議

所
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
10
月
に
は
各
地
域
で
多
く
の
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
の
街
に
も
活
気

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
地

域
の
一
員
と
し
て
、
祭
り
や
商
工
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
通
じ
、
改
め
て
「
地
域
と
と
も
に
歩

む
青
年
経
済
人
」
と
し
て
の
責
任
と
喜
び
を
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域
の

に
ぎ
わ
い
は
、私
た
ち
の
活
動
の
原
点
で
あ
り
、

次
代
へ
と
受
け
継
ぐ
べ
き
大
切
な
力
で
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

９
月
23
日
に
は
、
会
員
交
流
委
員
会
が
担
当

し
た
「
モ
ー
ニ
ン
グ
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
夜
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多

い
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
の
日
は

朝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
語
り
合
う
新
鮮
な
交

流
と
な
り
、
よ
り
深
い
絆
を
感
じ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

続
く
９
月
27
日
・
28
日
に
は
、
第
26
回
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
に
「
鳥
取
お
城
委
員

会
」
を
中
心
と
し
て
参
画
い
た
し
ま
し
た
。
初

日
は
時
代
行
列
に
奴
隊
と
し
て
参
加
し
、
私
自

身
も
初
め
て
殿
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
に
触
れ
、
地
域
に
根
ざ
し

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
の
重
み
を
実
感
す

る
大
変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
２
日
目
は
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
射
的
を
行

い
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
中
で
、
地

域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
日
に
は
「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ
」
に
、

ま
ち
興
し
委
員
会
を
中
心
に
参
画
い
た
し
ま
し

た
。
鳥
取
市
と
連
携
し
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性

向
上
を
目
的
に
、
店
舗
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
空
き
店
舗
の
活
用
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
中
心
と
し
た
飲
食
出
店
な
ど
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
中
心
市
街
地
が
広
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
前
で
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
と
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
が
生
ま
れ
る

瞬
間
に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。さ

ら
に
10
月
８
日
に
は
、
対
外
交
流
委
員
会

が
中
心
と
な
り
「
ふ
る
さ
と
創
造
風
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
国
経
済
産
業
局
、鳥
取
市
、

鳥
取
商
工
会
議
所
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

皆
様
を
お
招
き
し
、「
中
小
企
業
の
課
題
」「
採

用
」「
人
材
育
成
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
自
社
や
他
社

の
取
り
組
み
を
共
有
し
合
い
な
が
ら
、
行
政
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
新
た
な
気
づ
き
を
得
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
若
手
経
営
者
や
次
世
代

を
担
う
人
材
が
集
い
、
互
い
に
学
び
合
う
環
境

づ
く
り
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
地
域
の
未

来
を
見
据
え
、
挑
戦
す
る
意
欲
と
創
意
工
夫
を

持
ち
寄
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
で
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

季
節
は
冬
へ
と
移
ろ
い
ま
す
が
、
心
は
常
に

温
か
く
、
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
９
月
27
日
、
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
26
回
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
に
参
画
し
ま
し
た
。
長
く
携
わ
り
、
歴
史
を

共
に
し
て
き
た
祭
り
に
今
年
も
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
街

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

27
日
に
は
時
代
行
列
が
行
わ
れ
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
奴
隊
と
し
て
参
加
。
Ｙ
Ｅ

Ｇ
精
鋭
の
踊
り
手
が
街
を
練
り
歩
き
、
鳥
取
市
役
所
を
出
発
し
鳥
取
駅
前

広
場
、
き
な
ん
せ
広
場
、
わ
ら
べ
館
で
奴
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
鳥
取
城

跡
を
目
指
し
ま
し
た
。

28
日
は
お
城
ま
つ
り
内
の
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
こ

ど
も
縁
日
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
を
重
ね
て
押
す
こ
と
で
〝
二
ノ
丸

三
階
櫓
〟
が
完
成
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
無
料
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
１
，
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
鳥
取
城
跡
を
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
で
巡
っ
た
ほ
か
、縁
日
で
は
子
ど
も
た
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

来
場
者
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
れ
が
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
、
鳥
取
城
に
興
味
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、来
場
者
や
観
客
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
亀
谷
　
勇
斗

令
和
７
年
９
月
27
日（
土
）、
若
桜
街
道
商
店
街
エ
リ
ア
に
て
「
若
桜
街

道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
フ
ェ
ス
タ
は
若
桜
街
道
活

性
化
協
議
会
様
が
中
心
と
な
り
、
商
店
街
エ
リ
ア
の
魅
力
化
と
賑
わ
い
創

出
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
度
限
り
で
は
な
い
継
続
的
な
事
業
展
開
を
目

指
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
第
一
部
で
は
、
地
元
高
校
生
や
大
学
生

が
主
体
と
な
り
商
い
体
験
を
行
う
『
ヤ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
』
の
ほ
か
、
商
店

街
店
舗
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
販
売
や
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
第
二
部

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
『
灯
り
の
事
業
』
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
・

長
町
志
穂
様
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
前
か
ら
日
赤
病
院
ま
で
の
区
間
が
明
る
く

照
ら
さ
れ
、
普
段
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
華
や
か
な
光
の
演
出
に
多
く
の
方

が
魅
了
さ
れ
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
当
会
は
来
場
者
を
対
象
と

し
た
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
皆
様
の
笑
顔
や
喜
び
の
声
を
通
じ
て
、
ま
ち

な
か
で
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
寄
与
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本

フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
若
桜
街
道
活
性
化
協
議

会
様
、
鳥
取
市
様
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

参加したメンバー

ライトアップの点灯式

ガラポン抽選会を運営する会員

時代行列で練り歩く笑顔の民野会長

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

第26回

北村 龍之介 君
（きたむら りゅうのすけ）
事業所名  ㈱プラスビッツ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  RIDSOM Auto
所属委員会  政策提言委員会

大田 聡磨 君
（おおた そうま）

新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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10
月
例
会
・
ふ
る
さ
と
創
造
風
会
議 

㏌ 

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

　
令
和
７
年
10
月
８
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議
所
５
階
大
会
議
室
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
国
経
済
産
業
局
様
、
鳥
取
県
庁
様
、
鳥
取
市
役
所
様
、
そ
し

て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
単
会
（
倉
吉
、
米
子
、
津
山
、
出
雲
な
ど
）
か
ら
総

勢
26
名
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
約

１
２
０
名
を
含
め
、
参
加
者
総
数
は
約
１
５
０
名
と
な
り
、「
ふ
る
さ
と
創
造

風
会
議
㏌
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
、
地
域
課
題
の
解
決
と
官
民
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
行
政
、

関
係
機
関
、
青
年
経
済
人
が
一
同
に
会
し
て
対
話
す
る
場
と
し
て
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ご
来
賓
の
皆
様
と
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
具
体
的

な
事
業
や
施
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
活
動
を
共
有
し
、
地
域
の
未
来
を
形
に
す
る
決
意
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
地
域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
発
表
を
行
い
、
具
体
的
な
課
題
解
決
に
向
け
た
熱
い
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
官
民
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
鳥
取
の
未
来
を
切
り

拓
く
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
地
域
へ
の

深
い
想
い
に
触
れ
、
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
同
、
大
変
大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
貴
重
な
対
話
を
契
機
に
、
今
後
も
地
域
行
政
や
関
係
機
関
の
皆
様
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
鳥
取
の
持
続
的
な

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
粘
り
強
く
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

対
外
交
流
委
員
会 

委
員
長
　
西
根
 
健
太グループディスカッションの様子

集合写真
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晩
秋
の
候
、木
々
の
彩
り
が
一
段
と
深
ま
り
、

澄
み
渡
る
空
気
に
冬
の
足
音
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議

所
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
10
月
に
は
各
地
域
で
多
く
の
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
鳥
取
の
街
に
も
活
気

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
地

域
の
一
員
と
し
て
、
祭
り
や
商
工
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
通
じ
、
改
め
て
「
地
域
と
と
も
に
歩

む
青
年
経
済
人
」
と
し
て
の
責
任
と
喜
び
を
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域
の

に
ぎ
わ
い
は
、私
た
ち
の
活
動
の
原
点
で
あ
り
、

次
代
へ
と
受
け
継
ぐ
べ
き
大
切
な
力
で
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

９
月
23
日
に
は
、
会
員
交
流
委
員
会
が
担
当

し
た
「
モ
ー
ニ
ン
グ
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
夜
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多

い
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
の
日
は

朝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
語
り
合
う
新
鮮
な
交

流
と
な
り
、
よ
り
深
い
絆
を
感
じ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

続
く
９
月
27
日
・
28
日
に
は
、
第
26
回
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
に
「
鳥
取
お
城
委
員

会
」
を
中
心
と
し
て
参
画
い
た
し
ま
し
た
。
初

日
は
時
代
行
列
に
奴
隊
と
し
て
参
加
し
、
私
自

身
も
初
め
て
殿
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
に
触
れ
、
地
域
に
根
ざ
し

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
の
重
み
を
実
感
す

る
大
変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
２
日
目
は
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
射
的
を
行

い
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
中
で
、
地

域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
日
に
は
「
若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ
」
に
、

ま
ち
興
し
委
員
会
を
中
心
に
参
画
い
た
し
ま
し

た
。
鳥
取
市
と
連
携
し
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性

向
上
を
目
的
に
、
店
舗
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
空
き
店
舗
の
活
用
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
中
心
と
し
た
飲
食
出
店
な
ど
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
中
心
市
街
地
が
広
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
前
で
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
と
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
が
生
ま
れ
る

瞬
間
に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。さ

ら
に
10
月
８
日
に
は
、
対
外
交
流
委
員
会

が
中
心
と
な
り
「
ふ
る
さ
と
創
造
風
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
国
経
済
産
業
局
、鳥
取
市
、

鳥
取
商
工
会
議
所
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

皆
様
を
お
招
き
し
、「
中
小
企
業
の
課
題
」「
採

用
」「
人
材
育
成
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
自
社
や
他
社

の
取
り
組
み
を
共
有
し
合
い
な
が
ら
、
行
政
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
新
た
な
気
づ
き
を
得
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
若
手
経
営
者
や
次
世
代

を
担
う
人
材
が
集
い
、
互
い
に
学
び
合
う
環
境

づ
く
り
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
地
域
の
未

来
を
見
据
え
、
挑
戦
す
る
意
欲
と
創
意
工
夫
を

持
ち
寄
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
で
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

季
節
は
冬
へ
と
移
ろ
い
ま
す
が
、
心
は
常
に

温
か
く
、
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
９
月
27
日
、
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
26
回
鳥
取

三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
に
参
画
し
ま
し
た
。
長
く
携
わ
り
、
歴
史
を

共
に
し
て
き
た
祭
り
に
今
年
も
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
街

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

27
日
に
は
時
代
行
列
が
行
わ
れ
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
奴
隊
と
し
て
参
加
。
Ｙ
Ｅ

Ｇ
精
鋭
の
踊
り
手
が
街
を
練
り
歩
き
、
鳥
取
市
役
所
を
出
発
し
鳥
取
駅
前

広
場
、
き
な
ん
せ
広
場
、
わ
ら
べ
館
で
奴
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
鳥
取
城

跡
を
目
指
し
ま
し
た
。

28
日
は
お
城
ま
つ
り
内
の
ブ
ー
ス
で
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
こ

ど
も
縁
日
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
を
重
ね
て
押
す
こ
と
で
〝
二
ノ
丸

三
階
櫓
〟
が
完
成
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
無
料
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
１
，
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
鳥
取
城
跡
を
ス
タ
ン
プ
・
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
で
巡
っ
た
ほ
か
、縁
日
で
は
子
ど
も
た
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
、

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

来
場
者
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
は
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
れ
が
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
、
鳥
取
城
に
興
味
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
タ
ッ
フ
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、来
場
者
や
観
客
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
亀
谷
　
勇
斗

令
和
７
年
９
月
27
日（
土
）、
若
桜
街
道
商
店
街
エ
リ
ア
に
て
「
若
桜
街

道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
フ
ェ
ス
タ
は
若
桜
街
道
活

性
化
協
議
会
様
が
中
心
と
な
り
、
商
店
街
エ
リ
ア
の
魅
力
化
と
賑
わ
い
創

出
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
度
限
り
で
は
な
い
継
続
的
な
事
業
展
開
を
目

指
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
第
一
部
で
は
、
地
元
高
校
生
や
大
学
生

が
主
体
と
な
り
商
い
体
験
を
行
う
『
ヤ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
』
の
ほ
か
、
商
店

街
店
舗
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
販
売
や
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
第
二
部

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
『
灯
り
の
事
業
』
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
・

長
町
志
穂
様
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
前
か
ら
日
赤
病
院
ま
で
の
区
間
が
明
る
く

照
ら
さ
れ
、
普
段
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
華
や
か
な
光
の
演
出
に
多
く
の
方

が
魅
了
さ
れ
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
当
会
は
来
場
者
を
対
象
と

し
た
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
皆
様
の
笑
顔
や
喜
び
の
声
を
通
じ
て
、
ま
ち

な
か
で
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
寄
与
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本

フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
若
桜
街
道
活
性
化
協
議

会
様
、
鳥
取
市
様
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

参加したメンバー

ライトアップの点灯式

ガラポン抽選会を運営する会員

時代行列で練り歩く笑顔の民野会長

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

若
桜
街
道
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ

第26回

北村 龍之介 君
（きたむら りゅうのすけ）
事業所名  ㈱プラスビッツ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  RIDSOM Auto
所属委員会  政策提言委員会

大田 聡磨 君
（おおた そうま）

新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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去
る
10
月
10
日（
金
）、
第
57
回
全

国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
全
国

大
会
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
６
月
８
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
・
畠
山
笑
美
子
会
長

（
東
京
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
・

享
年
86
歳
）の
ご
逝
去
に
係
る
報
告

が
日
本
商
工
会
議
所
・
荒
井
恒
一
理

事
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

畠
山
会
長
と
生
前
よ
り
親
交
の
あ
っ

た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
秋
川
雅
史
氏
が
、

「
千
の
風
に
な
っ
て
」を
歌
唱
さ
れ
、

会
場
全
員
で
畠
山
会
長
を
追
悼
致
し

ま
し
た
。

第第
5757
回回  

全
国
商
工
会
議
所

全
国
商
工
会
議
所

             
             

女
性
会
連
合
会
全
国
大
会

女
性
会
連
合
会
全
国
大
会

��

～～  

全
国
の
女
性
会
会
員
と
交
流
を
深
め
る

全
国
の
女
性
会
会
員
と
交
流
を
深
め
る  

～～

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
で
登
壇
さ
れ

た
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
、
日

本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が

世
界
148
か
国
中
118
位
で
あ
る
こ
と
に

触
れ
、「
依
然
と
し
て
日
本
は
女
性

の
社
会
活
躍
が
進
ん
で
い
な
い
。
し

か
し
、
決
し
て
順
位
を
上
げ
る
こ

と
が
目
標
で
は
な
い
。
男
女
問
わ
ず

全
て
の
人
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

け
る
職
場
作
り
を
進
め
る
事
が
大
切

だ
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
第
24
回
女
性
起
業
家

大
賞
」の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
賞
と
し
て
株
式
会
社
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ｕ

ｓ
の
長
橋
知
世
様
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
部
門
優
秀
賞
と
し
て
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ

株
式
会
社
の
ク
レ
シ
ェ
ン
コ
ア
ン
ナ

様
、
グ
ロ
ー
ス
部
門
優
秀
賞
と
し
て

株
式
会
社
藍
苑
の
赤
司
圭
子
様
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
長
橋
様
は
、
45
歳
で

の
社
会
復
帰
に
際
し
、
年
齢
と
キ
ャ

リ
ア
の
壁
に
直
面
し
た
経
験
か
ら
起

業
さ
れ
、
子
育
て
経
験
が
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
認
め
ら
れ
全
て
の
女
性
が
輝

け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
ら

れ
る
事
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ラ
ラ
・

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」と
有
料
職
業
紹

介「
ラ
ラ
ワ
ー
ク
」、
労
務
コ
ン
サ
ル

を
展
開
。
主
婦
の
自
立
を
促
す
独
自

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
優
秀
賞
の

ク
レ
シ
ェ
ン
コ
様
は
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
得
た
経
営
の
知
識
や
経
験
を

活
か
し
、
２
０
２
０
年
に
個
人
向
け

生
理
・
妊
活
ア
プ
リ
の
提
供
を
開
始
。

現
在
は
、
収
益
性
に
限
界
が
あ
る
個

人
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
法
人
向

参加会員の集合写真

懇親会の様子

け
福
利
厚
生
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す

る
な
ど
市
場
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
な
が

ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
図
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
ス
部
門
優
秀
賞
の
赤
司
様

は
、
葬
祭
業
と
し
て
、
小
規
模
な
家

族
葬
に
特
化
し
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
を

常
駐
さ
せ
る
な
ど
安
心
で
き
る
環
境

を
提
供
し
、
地
域
に
不
可
欠
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

受
賞
者
の
方
々
か
ら
刺
激
と
パ

ワ
ー
を
も
ら
い
、
会
場
に
い
た
参
加

者
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
次
回
開
催
地

の
横
浜
商
工
会
議
所
女
性
会
の
皆
様

が
登
壇
さ
れ
、
２
０
２
７
年
３
月
か

ら
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸

博
覧
会
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
７
に
合
わ
せ
て
、
全
商
女
性

連
横
浜
大
会
を
４
０
０
０
人
規
模
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
告
知
さ
れ
ま
し

た
。
1
年
半
ほ
ど
先
に
な
り
ま
す
が
、

次
回
は
鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
か

ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、
全
国

の
女
性
会
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
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◆
毎
月
の
発
行
を
重
ね
て
き

た
こ
の
会
報
誌
も
、
つ
い
に
今

月
号
で
「
第
７
７
７
号
」
を
迎

え
ま
し
た
。「
７
」
と
い
う
数

字
は
、
古
今
東
西
で
特
別
な
意

味
を
持
つ
数
字
で
す
。
７
つ
の

大
陸
、
７
つ
の
海
、
７
つ
の
音

階
、
七
福
神
、
そ
し
て
虹
の
七

色
…
◆
そ
し
て
「
７
７
７
」
と

並
べ
ば
、
誰
も
が
思
わ
ず
目
を

留
め
て
し
ま
う
『
幸
運
の
ナ
ン

バ
ー
』
！
パ
チ
ン
コ
や
ス
ロ
ッ

ト
で
は
大
当
た
り
の
数
字
で
す

◆
た
ま
た
ま
７
７
７
号
を
担
当

し
た
筆
者
に
何
か
ラ
ッ
キ
ー
な

こ
と
が
起
き
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
（
笑
）
久
々
に
宝
く

じ
を
買
お
う
か
な
！�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

11
／
20
㈭

講
習
会

21
㈮

例
会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
役
職
員
研
修
会

22
㈯
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

第
14
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ「
美
と
健
康
は
背
骨
か
ら
」（
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
イ
ロ 

シ
エ
ス
タ
）【
無
料
・
申
込
要
】

23
㈰
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
講
演
会「
歩
い
て
楽
し
む
鳥
取
の
渋
ビ
ル
」【
公
開
・
無
料
】

24
㈪
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
講
演
会「
昭
和
初
期
子
供
達
の
遊
び
と
風
俗
」【
公
開
・
無
料
】

25
㈫
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

26
㈬
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

27
㈭
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

28
㈮
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

29
㈯
〝
渋
い
〟鳥
取
ま
ち
な
か
再
発
見
・
竹
内
ロ
ウ
の
鳥
取
レ
ト
ロ
展【
公
開
・
無
料
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

全
日
本
ニ
ク
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク【
有
料
・
申
込
要
】

30
㈰
第
14
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ「
人
生
を
豊
か
に
す
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
～
投
資
編
～
」（
鳥
取
商
工
会
議
所
）【
無
料
・
申
込
要
】

第
14
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ「『
あ
り
が
と
う
』を
贈
ろ
う
」（
笑
い
文
字
普
及
協
会
）【
有
料
・
申
込
要
】

12
／
1
㈪

令
和
7
年
度
理
容
業
に
係
る
衛
生
管
理
講
習
会

６
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

７
㈰

第
18
回
鳥
取
落
語
会【
公
開
・
有
料
】

8
㈪

新
入
会
員
研
修
会

11
㈭

価
格
交
渉
講
習
会

19
㈮

デ
コ
活
交
流
会

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 25 分 12 時 40 分
　　298 15 時 35 分 16 時 50 分
　　300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日〜2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025年　東京便　冬ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  6 時 55 分  8 時 15 分
　　293  9 時 25 分 10 時 45 分
　　295 13 時 35 分 14 時 55 分
　　297 16 時 35 分 17 時 55 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.00％（2025.11.1現在）
◦返 済 期 間	 運転資金＝ ７年以内（据え置き１年以内）
	 設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857-32-8005
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１　

女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会
▽
青
年
部

鳥
取
お
城
委
員
会

２　

会
頭
･
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
総
務
委
員

会

３　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

７　

流
通
部
会
視
察
研
修
（
８
日
も
、山
口
市
）

▽
県
内
商
工
会
議
所
工
業
部
会
正
副
部
会

長
会
議
▽
選
挙
管
理
委
員
会
▽
青
年
部
広

報
委
員
会
・
ま
ち
興
し
委
員
会

８　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
会
議
▽
青
年
部
例
会

９　

運
営
委
員
会
▽
売
れ
る
店
舗
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー

10　

企
画
政
策
委
員
会

13　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
視
察

研
修
（
14
日
も
、
長
野
県
飯
田
市
ほ
か
）

14　

女
性
活
躍
・
若
者
定
住
特
別
委
員
会

16　

青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

17　

常
議
員
会

20　

鳥
取
城
跡
・
ま
ち
な
か
観
光
連
携
に
係
る

意
見
交
換
会

21　

定
例
金
融
相
談
会
▽
女
性
会
視
察
研
修

（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
▽
青
年
部
５
役
会

22　

運
送
業
・
女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

23　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

24　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
▽
金
融
部
会
総
会
▽
観
光
・
交
通
部
会

正
副
部
会
長
会
議

26　

珠
算
検
定
試
験

28　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
視
察
研
修
（
29
日
も
、島
根
県
大
田
市
）

▽
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会
発
表
会
▽
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
▽
青
年
部
理
事
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　12月16日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

10
月
抜
粋

代表取締役社長　安 部 裕 子

T A N A K A
K O U G Y O

〒680-0902 鳥取市秋里1247
ＴＥＬ：（0857）22-8061
ＦＡＸ：（0857）27-7363
Email info@tanaka-kougyou.jp
HP www.tanaka-kougyou.jp



アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の
各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、
リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉
制度でサポートしています。

「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。AXA-A2-2209-1161/9WD

　　みんなと
　会社の未来を
健康に。

※アクサ式導入企業756社のデータより 

やりがいが集まって、会社はつよくなる。
「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

鳥取商工会議所報 No.777  2025年11月15日発行

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

アクサ生命保険株式会社
山陰支社　鳥取営業支社
〒680-0031 鳥取市本町3−201
 TEL 0857−27−4142


